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　近年，水田転作面積 の 増加や 麦 ・大豆 の本作化に伴い ，

中 山 間 地域 に お け る 小麦 の 作付 が 拡大 して い る ．中山間

地域 の 小麦作 で は ，2 〜3 月の低温 に よ る幼穂凍死，4

月上旬 の 低温 に よ る不稔型寒害 t 成熟期が 梅雨期と重な

る こ と に よ る湿害な ど生 産不 安定化 の 要因が 多い ．特 に

従来 の 春播性 品種を作付 した場合に は，茎立 が 早 くか ら

進 むた め 幼穂凍死 の 発 生 が 顕著で ある，

　九州農業試験場が 育成 した秋播性小麦品種 「イ ワ イ ノ

ダ イ チ」は，播性程度が ivで ，早播 きして も茎立が遅 く，

従来 の 暖地 向け品種 に は な い 特性 を も っ て い る （藤 田

1997，田谷ら　2001），その ため，平坦地 の 早播 きだけ

で な く，中山間地 域 で 栽培 した 場 合 で も幼穂凍 死 の 回避

が 可 能 で あ る と考えられ る ．

　北部九州の平坦地 で栽培 したイ ワ イ ノ ダイチの 茎立特

性 に つ い て は 大西 ら （1997）が 報告 して お り，ま た幼穂

凍死 の 発生 に つ い て は 岩渕 ら （1999）や福嶌 ら （2000）が

報告 して い る．しか し，中 山間 地域 で 本品種 を栽培 した

場合 の 茎立特性 や 幼穂凍死 に つ い て の 調査報告は見ら れ

ない ．本論文 で は 北部 九 州 の 中山問地域 で栽培 した イ ワ

イ ノ ダイチ の 茎立特性及 び 幼穂凍死 の 発 生 に つ い て 明 ら

か に した ．

播 き，標準播 き ， 晩播 と した （第 1表）．播種様式は ，

1998年は 畦立 4 条播 （条問30cm，播幅 3cm，畦幅 160cm），

1999年及 び 2000年 は 畦 立 2 条播 （条問30cm，播幅 15cm，

畦幅 140cm）と した．播種 量 は 150粒／   と し，手播 きし

1
た ．こ れ は 0．55〜0．6kg／ a の 播種量 に 相当す る ．基肥窒

素 として O．5ng／a を化成肥料で施用 した．

　 茎立調査 に 際 して は，12月中旬 以 降，小麦の 生育状況

に 基 づ い て ，茎立期前後の 期間約10日毎 に 3 〜7 回 に わ

た っ て任意の 10株を抜き取 り，主茎の幼稈長を計測 した．

幼 穂 凍死 の 調 査 は 幼稈長調査時 に 行 い ，主茎 に 幼穂 凍死

が認 め られ た 場合 は 調査個体数を適宜増 や し，必要 に 応

じて 分げつ 茎 に つ い て も調査 した ．

第 1表　各試験年次 の 播種期

播種期 　　 1998年 1999年 2000年

早 播 10月 20日 　 10月 15日 　 10月 16日

標準播 　 10月30日　　10月 25日　　 10月27日

晩 播 11月10日 　 11月5日 　 11月 6日

結果及び考察

材料及 び方法

　試験年 次 は 1998〜2000年 （播種年）で ，試験場所は大

分県農業技術 七 ン タ
ー
水 田 利用部久住試験地 （標高 544m ）

で あ る ，

　供試品種と して ，イ ワ イ ノ ダ イ チ （播性程度 IV）及 び

チ ク ゴ イ ズ ミ （播性程度 1 − n ）を 用 い た ．播種期 は 早

1 ．気象条件

　3 か年の 気象概況 を 久住試験 地の 気象観測 デ ータ に 基

づ い て 説明する．

1998年 ：播種後降雨 が ほ とん ど無 く出芽が遅れた．麦作

　期間 は全般 に気温 が 平年 よ り高 く，少雨傾向で あ っ た．

1999年 ： 出芽 は 順調 で あ っ た ，平均気 温 は 10月 と 翌年

キ ーワ
ー

ド ： 秋播性，イ ワ イ ノ ダ イ チ t 茎 立 期，
　　　　 　 小麦，幼穂凍死
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　 1 月が や や 高温 で ，その 他 は お お むね平年並 か や や 低

　か っ た．降水量 は 11月 と翌年 2 月を除 き少雨傾向で あ っ

　 た ，

2000年 ； 出 芽は 早 か っ た，播種後12月中旬 ま で は気温 が

　平年よ りや や 高 く，多雨傾向で あ っ た ，こ の た め 初期

　生 育 が 旺 盛 で あ っ た，12月中旬以降 は ，平均気温 は一

　時的 に平年を大きく下 回 る時期が あ っ た もの の 概 して

　平年並 に 経過 し，降水量 は 1 月 ま で は多雨傾向，2 月

　以降 は 小雨 で 経過 した，

2 ．播種期 と茎 立 特 性

　早播 き した両品種 の 幼稈長 の 推移を第 1図 に 示 した．

イ ワ イ ノ ダ イ チ の 茎 立 期 （平均幼稗長 が 20  と な っ た 日，

以下同 じ）は，チ ク ゴ イズ ミ より明 らか に 遅 く，両者 の

差は年次 に よ り異 な り，最も小 さい 年次で 20日程度，大

きい 年次 で は 50日程度あ っ た ．イ ワ イ ノ ダイチの 茎立期

の 年次変動幅 は 30日程度 で，チ ク ゴ イズ ミの 50日 に 比べ

明 らか に 小 さ か っ た，
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　　 第 1 図　早播 に お ける幼稈長 の 推移
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　 標準播 き した両品種 の 幼稈長 の 推移 を第 2 図 に 示 した．

イ ワ イ ノ ダイチ の 茎立期 は ，早播 きと同様 に チ ク ゴ イズ

ミ よ り明 ら か に 遅 か っ た が ，そ の 差 は 早播き した 場合 よ

り小 さ く，最 も大 きい 年次 で 20日程度 ，最 も小 さい 年次

で 3 日程度 で あ っ た，イ ワ イ ノ ダ イ チ の 茎立期 の 年次 変

動幅 は 15日程度で ，チ ク ゴ イ ズ ミの 30日 に比 べ 明 ら か に

小 さか っ た，

　 晩播 した 両品種 の 幼稈長 の 推移 を 第 3 図 に 示 した ．イ

ワ イ ノ ダ イチ の 茎立期 は，チ ク ゴ イズ ミ とほ ぼ 1司時期 で ，

年次 に よ っ て は イ ワ イ ノ ダ イ チ の 方 が チ ク ゴ イ ズ ミ よ り

3 日程度早 く な っ た，こ れ は ，播性 よ りも イ ワ イ ノ ダ イ

チ の 早 生 性 に よ っ て 茎立 期が 逆転 した もの と考え られ た ，

晩播 に お い て も茎立期 の 年次変動幅は イ ワ イ ノ ダ イ チ の

方が チ ク ゴ イ ズ ミ よ り小 さか っ た．

　 3 か 年 の 3 播種期 をす べ て 込 み に した 場合，茎立期 の

年次変動幅 は イ ワ イ ノ ダ イ チ が 45日程度 （第 4 図 ）で ，

チ ク ゴ イ ズ ミの 90日程度 （第 5 図 ）に 比 べ 明 ら か に 小 さ

か っ た ．

　以上 の よ うに、早播 き及び標準播 きで は，イ ワ イ ノ ダ

イ チ の 茎 立 期 は チ ク ゴ イ ズ ミ よ り明 らか に 遅 く、播種期

が 早 い ほ ど そ の 差 が 大 き くな っ た 。 こ れ は 大西 ら

（1997）の 報告 と一
致 した

。 ま た．田谷 ら （1979）は 播性

が 高 い 品種は 概 して 茎 立 期 が 遅 い こ と を報告 して お り，

本試験 に おけ る 両品種 の 茎立期 と播性 の 関係 もそ れ と一

致 した．

　播種期 と茎 立 期 と の 関係 に つ い て は，第 6 図 に 示す よ
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　　 第 3図　晩播 に お け る幼稈長の 推移
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　　第 5 図　チ ク ゴイ ズ ミの幼稈長 の推移
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うに 両 品種 とも二 次 回帰式 で 示す こ とが で きた ．寄与率

は イ ワ イ ノ ダ イ チ が 0．83，チ ク ゴ イ ズ ミが 0．90で 、両 品

種 と も高 い 値 が 得 ら れ た．しか し，播 種期が同 じで あ っ

て も年次 に よ っ て 出芽期が異 なる こ とか ら，出芽期 と茎

立期 と の 関係を検討 し た，そ の 結 果 ，第 7 図 に 示 す よ う

に 両品種とも播種期 と同様に 二 次 回帰式 で 示 され，寄与

率は播種期 の 場合 よ り少 し高 くな っ た，こ の こ とか ら，

両品種 と も極端 な低 温 ，乾燥年を除 き，出 芽期 か ら 茎立

期 を予 測す る こ とが 可 能で あ る と考 え ら れ るが ，さ ら に

気 温 や 日長 を加 え た 検討 が 必要 と思 わ れ る ．
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3 ．幼穂凍死 の 発生

　幼穂凍死 の 発生 は ，第 2表 及び第 3 表に示す よ うに 早

播 き及び標準播 きを中心 に 認 め ら れ た．

　主茎 の 幼穂凍死 率で み る と、チ ク ゴ イズ ミ で は 最高で

90％ 以上 あ っ た の に 対 し、イ ワ イノ ダイチ は50％ 程度に

とどまり，い ず れ の年次もイ ワ イ ノ ダ イ チ が チ ク ゴ イ ズ

ミ よ り明 ら か に少な か っ た （第 2 表）．分 げ つ 茎 を 含 め

た 全茎調査 に お い て も、主茎調査 と同様に イ ワ イ ノ ダ イ

チ の 幼穂凍死率は チ ク ゴ イ ズ ミ よ り明 らか に 少 な か っ た

（第 3表）．

　晩播 で の 幼穂凍死は2000年 に 両品種 とも主茎 に わずか

に 見 ら れ，年次 に よ っ て は ll月上旬播 きで も幼穂凍死が

発 生 す る こ とが 明 らか と な っ た （第 2表），

　以上の 結果，従来の 春播性 品 種 に替えて イ ワ イ ノ ダ イ

チ を用 い る こ とで ，幼穂凍死 の 発生 を軽減す る こ とが可

能に な る と考え ら れ る，しか し，年次 に よ っ て は 晩播 で

第 2表　主茎 に お け る幼穂凍死 の発生率

播 種年 　 調査 日　 ＿」已＿」置＿　　盥 ＿　 ＿墮L 」盡＿
　 　 　 　 　 　 　 　 イワイ　チクコ
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　　0　　 02000 　 2 月 21 日 　0
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記 した 　
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） 単位は ％ 　 3
衷 中の一は 調 査未 実施を 示す 　 4 ） 調査日と幼穂凍死 率の 関 係

逆 転（ 】 999 年早播き の チ ク 　 　 ク ゴ イ ズ ミ 等 ）

抜 き 取り場 所 が 異 な る ことによ る 第

\ 　 全 茎 に お ける 幼穂凍死の発生率 播種年　調査日　
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　 　　　　　　　イ
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一 　 一 2000 　
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　 Z5 　 　 42 　 　 12 　 　 34 　 　 　 2 　 　 2 注 1 ）

ワ イ ノダ

チ をイワイ．チ

ゴ イズミ をチ
クゴ と標 　 記し た

　 2 ） 単位は％ 　 3 ）表中の 一 は 調

未 実 施を示す 　 3 ） 1998 年 は 調 査 を 行 って い ない 　

j2000 年標 準 播き の チ ク クゴイズミ で調 査 日と 幼 穂 凍

　
率
の関 係 が 逆 転 し て いる のは、遅 発 分 げ つの発生 に よ る
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も発生す る こ とか ら，播種期 が 11月上 旬 よ り早 い 場合 で

は，イ ワ イ ノ ダ イ チ を用 い て も完全に 回避する こ とは で

きない もの と判断 され る ．

　幼穂凍死 が 発生 す る 温度に つ い て は ，こ れ まで に数多

くの 報告が あり，小麦 に 幼穂凍死 の 発生 が見 ら れ る 温度

の 目安 は
一2．5℃以 下 とされ て い る （九州農業試験場 　19

51）．1999〜2001年の 1 〜3 月の 最低気温 の推移 は第 8

図 に 示す と お りで 、 1 月 以 降 3 月上 旬 ま で 断続的 に
一2．

5℃以下 の 最低気温が現れ て お り，第 2 表及び第 3 表 に

示 した幼穂凍死 が い つ の 低温 に 起因 す る もの か を特定す

るの は 容易で は なか っ た，また，主茎 だけ で な く分 げつ

茎 に も幼穂凍死が み られたの は，主茎が被害 を受けた後

も一2．5℃ 以 下 の 低温 が 断続的 に 続 い た こ と に よ る もの

と考えられた，

　 1D

　 7．5
億　　5
温　 t．5
亳　 ・

｝　
−t．5

　
−5

　 −1．5
　
曹101

！1　　　 1！11　　　 1〆Z1

第 8 図

1！31　　　 2／1D　　　 2！20 　　　 3／1　　　 3！11

　 　 月／ 日

最低気温 の 推移

幼穂凍死発 生 の 確率 と一
致す る ，した が っ て ，幼穂凍死

回避の 面 か ら み れ ば，イ ワ イ ノ ダ イ チ で も十分で は な い

と考え られ る ．
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第 9 図　最低気温 の 出現頻度 （1992〜2001年）

注 1）頻度は ．半 旬単位 で凡例に示 す温 度が 1日 以上 観測 された 年数を表す

　 2｝久住膩験地内の 虱象蜆渊デー孕による

　本試験 で は幼穂凍死 の 発 生 と収量 との 関 係 は 明 ら か に

な ら な か っ た が ，福嶌ら （2001）は 幼穂 凍死 の 発 生 率が

その まま減収 とは な ら ない こ と を報告 して い る．した が っ

て ，収量 に 影響 し ない 幼穂凍死率 の 許容範囲を明 らか に

し，標高500〜600m の 中山間地で イ ワ イ ノ ダ イ チ を導入

す る 場合の 適播種期 を明確 に す る こ とが 今後の 重要な課

題 で あ る．

　 1998年播 き で は 1999年 3 月末 の 積雪 に よ る 雪害 が ，ま

た2000年播 きで は2001年 3 月31〜4 月 1 日の 低温 に よる

とみ ら れ る 不 稔 型 寒害が 発 生 し た こ と か ら，幼 穂 凍 死

の 発 生 程度 と収量 と の 関係 を 明 ら か に す る こ と は で きな

か っ た．

4 ．幼穂凍死 の 回避

　先 に 述 べ た よ うに ，幼穂凍死 が 発生す る 温度 の 目安 は

一2．5℃以 下 と さ れ て い る．過去10年間に つ い て ， 2 〜

3 月に半旬単位 で最低気温 が 一2．5℃以 下 （試験地 内気象

観測 に よ る ）と な る 頻度 を 第 9 図 に 示 した． 3 月 2 半旬

まで は 60％以上 の 確率 で
一2．5℃以下 と なる こ と か ら，

同 時期 まで に 茎立す る と 2 年 に 1度以上 の 確率 で 幼穂凍

死 が 発生す る こ と に な る ． 3 月 3 半旬に な る と 一2．5℃

以下 となる確率は20％ とな り，幼穂 凍死 が発生す る危険

性 は か な り低 くな る，した が っ て ，幼穂凍死 を 回避 す る

に は 3 月 3 半旬以 降 に 茎立す れ ば よ い と考 え ら れ る ，本

試験 で の イ ワ イ ノ ダ イチ に つ い て の 3 か年 の 結果 で は，

10月播種で は 2 か年で 2 月中に茎立 し，両年とも主茎の

25％程度に 幼穂凍死が発生 して い る．また ，ll月上旬播

種 で も年次 に よ っ て は 3 月 2 半旬 に茎立 し，幼穂凍 死 が

わ ず か な が ら発 生 して い る．こ れ は 気象 デ ータ か ら見 た

、

摘 　 　要

　秋播 性 小 麦 「イ ワ イ ノ ダ イ チ」を 中 山 間 地 域 で 播種 し

た 場合 の 茎立特性 お よ び 幼穂凍死 の 発 生 は 以 下 の よ うに

要約 される．

1 ．イ ワ イ ノ ダ イ チ （播性程度 IV＞を中 Ll．1問地 域 で 10月

　播種 した 場合 の 茎 立期 は T 同播種期 の チ ク ゴ イ ズ ミ

　（播性程度 1 〜 n ）に 比 べ 明 らか に 遅 く，そ の 差 は 播

　種期が 早い ほ ど大 きい ．

2 ．11月上旬播種し た 場合は，イ ワ イ ノ ダ イ チ とチ ク ゴ

　 イ ズ ミ の 茎 立 期 は ほ ぼ 同時期 と な り，年次 に よ っ て は

　イ ワ イ ノ ダイチ の 茎立期が早 くな る場合があ る．

3 ．イ ワ イ ノ ダ イ チ の 茎立期 の 年次変動幅 は ，3 か 年 の

　 3播種期 を込 み に して 45 日程 度で ，チ ク ゴ イ ズ ミ の 90

　 日 に 比べ 明 らか に 小 さ い ．

4 ．幼穂凍 死 の 発 坐 は イ ワ イ ノ ダ イ チ の 方 が チ ク ゴ イ ズ

　ミ よ り明 ら か に 少 な く，従来 の 暖地 向け品種 （チ ク ゴ

　イ ズ ミ等〉に 比 べ 幼穂凍死発生 の 軽減が可能 で あ る が，

　完全 に 回避す る こ と は 困難で あ る．

N 工工
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